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島 の 子 供 達

短食ニノニ 吉 川 勝 美

 あらゆる報道機関を通じて,食 生活の改善 とか生活

の合理化,栄 養料理な どとい う言葉が,__..般の主婦達

に浸透 しつつある喜 こばしい現実とは云え,そ の裏に

そうしたこととは全 く縁遠い人々のあることを忘れて

はな らない。

 折にふれ,学 童給食や,乳 幼児,青 少年の栄養状態

に関する話題が出る時,私 は,ち ようど二年前,植 物

採集に行つた島の子供達の事 を思い起 こす.夏 の烈 し

い太陽の下 で,裸 で素足のま1,ぼ ろぼろの麦飯のお

に ぎりをほおばつていた子供。 汚 れ た 手でカンコロ
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(甘藷を輪切 りにして乾燥 させ,そ れを炊いた もの)を

握 り,麦 飯を食べてい る方の芋を羨やましそ うに見 て

い る子供。又,浜 木綿の花 と海水浴場に惹 き寄せ られ

た見知 らぬ人々の落 して行つたキヤラメルを,惜 しそ

うに口へ入れたり出 した りしてい る子供 ……。そ して

その子供達の誰 もが,申 し合わせたよ うに,痩 せた青

黒い顔と,大 きな下腹 とを持つていた。

 頂上迄丹念に耕や された段 々畑 も,麦,芋,野 菜の

み育 ち,そ れは ともす ると野鼠の襲撃に会い,唯0の

頼み とす る沼岸漁業 も,他 村の漁業発展にその領域を

狡 められ,そ こに住む人々の暗い表情には,何 とかし

て生活を持続しなければならないとい う悲痛なほ どの

決心が,あ りあ りと読みとれる。昔か らの自給自足の

生活が,何 代 も何代 も受け継がれ,よ うや く,米 が配

給 され るようになつた以外は,殆 ど自給で間に合わせ

てい るような有様であ る。食餌 とは,食 欲 を満す もの

であると考え,満 腹す るために,い きおい麦,芋 類が

費やされ るとは云え,こ れが彼等のあのニネルギツシ

ュな労働 を支えてい るとい うのであろ うか。昼は農事

に夜 は漁業にと,0日 十三時間か ら十八時間の仕事に

役 々と働 きなが ら,尚 ほ苦 しい主活か ら脱 けきれない

彼等の現状 なのである。

 こうした環境の中に放任された島の子供達は,小 学

校へ入学す るまで,遊 び場はおろか・遊び道具・絵本

さえ も与えられず,毎 日四方の海を眺め,山 路を馳け

疲れては木蔭に眠 り,腹 が空 くと台所へ行 き,小 さい

手 を大 きく広げて大 きな おにぎりを 作 ることに 骨折

る。女の子は女の子な りに,弟 や妹を背に い りつけ

られ・肩に くい こんで くる帯の痛 さをがまんしなが ら

台所 の戸棚を漁る。彼等の父親や母親がそ うであるよ

うに,子 供達 も,満 腹することが最上の幸せなのだと

信 じている。明 らかに栄養不足か ら来た と思われ る顔

色,標 準に も満たない小 さい子供達。栄養不足は,単

に彼等の身体のみな らず,知 能を もむしばんで来てい

る。昨年頃か らこの事実が,愛 媛大学教育学部学生の
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調査によつて明るみに出 されなが ら,そ れについて如

何なる対策をも講 じられていない事 を嘆かわし く思い

つつ,こ れか ら後の問題 は,食 物学 を専攻す る私達が

解決 しなければならないが,最 も大 きな背景 となる社

会問題の解決を,何 に待つべ きか と検討 してみた。こ

のバックボーンは簡単に片付 けられ るものではない。

まして,無 力な私に,何 の解決の糸 口がっかめ よう。

しかし,主 婦の栄養的知識から,こ のよ うな子供達の

不幸 を未然に防 ぐことが出来ない ものだろ うか。この

ま ～では,何 故,島 の子供達の健全な発育が望まれよ

う。魚は米の代価に市場へ運ばれ,蛋 白質にきえ も事

欠 く有様。 もつ と合理的な食生活が行える筈でる。そ

して,そ れを指導援助することが,私 達の使命なのだ

と考える。

 昨年の夏休みに帰省 した時,卒 業したら,栄 養士か

教師になることを望んでい るが,大 島の中学校の先生

だつた らや りがいがあると友達の一入に言つたら,ラ

ンプ生活にあこがれてい ると爆笑 されたが,来 春に卒

業を控 え,真 剣に卒業後の方針を考 える時,島 の子供

達のことが脳裡に刻まれて離れ離い 。成長盛 りの子供

達の栄養障害が,子 供を不幸にし,ひ いては,島 全体

の不幸を招来せ しめる事にな る。子供ばか りでない。

一 日3000～3500Calの エネルギー 摂取のため,米 ,

麦甘藷 と野菜,そ してわずかの魚類だけで済 ませてよ

い ものか。主婦達に栄養知識 を移入 し,彼 等の食習償

の是正に導 くことは,今 後の私達の課題ではないかと

思 う。

 こ うして,今 だに合理的な食生活か らボイコッ トさ

れてい る人々が,全 国でどれ ほどあ るものか。生活と

直結して い る 「食」の不幸は,生 活全体の 不幸 であ

る。 「国民のすべてが,正 しい栄養知識を持つて,健

全な食生活を営む ように,全 国都々裏 々迄,轟 かせて

下 さい」 と,私 の中にある島の子供の乾燥 した眼は,

無言の中にこうつぶや く。(愛 媛県 出身)


